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Hair Transplants)』（1972） や、ガラス板に顔や裸体を押し付けその歪んだ様を撮影した 



















Fleeting Body: A Place of Violence and Transformation,
Retrospective of Anna Mendieta, "Traces"
な形で表出している人間がもつおぞましい暴力の連鎖への激しい怒りであるが、それと同
時に、その怒りが儀礼的行為によって次第に変容していく様である。彼女の作品は、儀式
において暴力のもつ象徴的な力、錬金術的な変容の力の可能性を追求することにより、破
壊的暴力を創造的可能性へと変換し、様々な境界を侵犯し、認識を変えていく手段へと昇
華する試みであるように思う。暴力と変容とが踵を返す場所、メンディエッタの芸術が展
開されるのは、この魔術的な領域に他ならないだろう。
　本展覧会で特に目を引いたのは、80 年代以降の後期に制作されたドローイングや木片
を用いたインスタレーションの作品群である。木や植物、何らかの動植物を想起させるも
のから、不定形の形象まで、『Sillueta』シリーズを通して記号化してきたメンディエッタ
の身体イメージを結集させたかのような作品群が広がっている。彼女が自らの身体を自然
や状況の中に「暴力的」に刻印することによって追求してきた形象が、必ずしも「人」と
「自然」との齟齬とその弁証法的解消や、人間の自然への回帰、を示唆するものではなく、
彼女を捕らえ続けてきた一連のフォルムへの執着であるということがわかる。それは、総
体としての身体の現前、あるいは不在へと向けられる「痕跡」というよりも、常に形の複
雑性へと流れて行く人間の曖昧な身体性であり、捉えどころのない細部への果てしない探
求のように思われる。様々な社会的・政治的関係性によって貫かれた人間の身体が、形の
複雑性の中に流れていく時、身体をめぐる二項対立、徳と美―「人間」社会が個別の身体
に果たすべき政治的正当性と、「人間」身体の形としての美的正当性―もまた、異なった
様相を示すだろう。メンディエッタが、暴力という分断の力を、自らの身体をもって利用
し返し、描こうとした世界は、様々な関係性の中を、常に形を変えながらとどまることな
く流れて行く、寄る辺なき人間の身体性だったのではないだろうか。 
「私の芸術は、あらゆる事物のあいだをかけめぐる広大なエネルギーの力を信じることか
ら始まっています。昆虫から人間、人間から亡霊、亡霊から植物、植物から宇宙まで、あ
らゆる事象の間を流れるエネルギーがあるのです。私の作品は、この世界をかけめぐる流
れをしばらくの間せき止め、貯めておく地下水脈のようなものです。その水脈を通り、い
く世代ものあいだ流れてきた樹液が上昇してくる。それは原初的な信仰であり、太古から
続く蓄積であり、無意識の思考であり、それらこそがこの世界を生きたものとしている、
そういった感覚です。」
